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■プレッピーの今後                     
　プレッピーは大きな意味でアメリカン・トラ
ディショナルと呼ばれることがあります。アメリ
カン・トラディショナルの原点は、ブリティッ
シュ・トラディショナルと言われています。イ
ギリスの伝統的な装いで、タータン・チェック
やシェパード・チェック、千鳥格子などイギリス
生まれの柄を使い、伝統を感じさせる装いです。
2008-2009A/Wのコレクションでは、ヨウジヤ
マモトやコムデギャルソン、D&Gなど一部のブ
ランドで英国風な装いを感じさせるアイテムが
登場しています。プレッピースタイルの延長上
で、新たな流れを感じさせるブリティッシュ・ト
ラッド。今後の動向に注目が集りそうです。
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　2007年頃からプレッピー *1が注目されてい
ます。過去に流行したことのあるプレッピール
ックですが、過去と現在では少し装いが異なり
ます。

＊1 「プレッピー」とは、名門大学進学のためのエリー
ト校に通う学生たちが好んでいたスタイルやコーディネ
ート。名前の由来はエリート校をプレパラートリー・ス
クール（Preparatory School）と言うところから派生し
たといわれている。また、1980年代後半に現れた「渋カ
ジ」のルーツである。

■プレッピールック 
　70年代のアメリカのプレッピールックの代
表的な柄はチェックが挙げられ、中でもマドラ
スチェック（図1）はプレッピーの典型的な柄と
言われています。アイテムは大学のエンブレム
がついた紺のブレザー、ポロシャツ、ボタンダ
ウンシャツ、ラペル周りのパイピングジャケッ
ト、ジーンズなどが挙げられます。
　スタイリングはブレザーにポロシャツ、チェ
ックのジャケットと蝶ネクタイやニットタイの
組み合わせなど、カジュアルでありながらラフ
すぎないコーディネートです。

　2008年現在のプレッピーは、当時の服をそ
のまま模したものではありません。服自体のシ
ルエットが、全体的にタイトな傾向にあり、ジ
ャケットの丈は短めで、下衿のラペルの位置も
あがって、Vゾーンが浅くなっています。パン
ツの丈も同様に短めになってきています。これ
らの流れを踏まえ、現在のシルエットを生かし
ながらプレッピー風の柄や生地を使い、新たな
プレッピーのイメージを形成していると言える
でしょう。

図 1　マドラスチェック

チェックのイメージマップ


